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学 校 だ よ り 第９号

～ともに創造する（つくる）～
江東区立南砂中学校

校長 近藤 啓太

もってる２年生 長野にゆく
． ． ． ．

９月１３日（水）からの三日間、白樺高原に宿泊し様々なアクティビティを体験しました。
初日は、入笠山の登山。あえてゴンドラは使わずハードなピストン山行（ほぼ同じ道を登っ

て降りる）は多くの者（私を含め）を疲れさせる登りでしたが、山頂からの八ヶ岳は美しく、
疲れも吹き飛ぶ展望でした。下山時ガイドさんに、「下山の方が危険」「団体登山だから、助
け合いいたわり合って降りるように」と、これまでの行動に対しピシャリと苦言されました。
しかしそんな中でも、疲れた仲間に声をかけたり、鹿対策の扉を押さえて皆が通れるようにし
てくれた生徒がいました。帰りのバスで配られたゼリー飲料を掲げ、「乾杯！」の声が自然発
生したことは、一日の充実感を表していました。ホテルに着いたのは、陽が落ちていましたが、
そこからの食事や入浴、消灯に至るまでよくできていたと思います。
２日目はカヌー体験と松本城の見学です。カヌーは二人乗りと一人乗りの前後半制で、６０

分ずつのロングコースを楽しみました。松本城は激しく急で狭い階段、「天守閣はまだ？」と
筋肉痛（私だけ？）が響いた体験でした。夜のレクははしゃぎすぎての失敗もありましたが、
バレーボールを和気あいあいと行いました。
３日目は、縄文遺跡の見学と餃子のような土鈴づくり、そして滝沢牧場でのバーベキューは

食品ロスとの戦い！それぞれの体験場所の移動距離が長く、バスでの時間が長かったのですが、
レク係中心に楽しい時間を過ごせたのではないかと思います。

校長から見た、２年生の「もってる」ところ
．．．．

１．リーダーがもっている：実行委員を始め、学年のリーダーシップをとれる生徒が存在する。
生徒会役員選挙が近いが、新しい生徒会をつくってくれるはず！

２．あじみこしをまもっている：集合場所変更を聞いてない男子の遅刻はあったが（２日目夜）
集合が早く次への行動がスムーズ。先生への言葉遣いも良好。

３．個性をもっている：帰りのＤＶＤ「ヒロアカ」ではないが、それぞれの「個性」を認め合
っている。ここぞという時に力を発揮できる！（はず）。

４．何かもっている：直前までの激しい雷雨が、学校到着時には奇跡的に上がったという。

良かったこと、課題として今後取り組むことを、リーダー中心に振り返り次につなげてください。

（写真左から）
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本校の取り組み紹介（朝学習）

９月１日発行の学校だより第８号で、朝学習と昼読書について、生徒の評価が低かったこと、
また保護者の「わからない」が多かったことを問題点として捉えているとお伝えしました。
朝学習は、教師が（係生徒が）配布し、やってもやらなくても時間がきたら回答を配って終

了－では、時間と資源の浪費に過ぎません。
改めて、教師がど

のような意図をもっ
て作っているのか、
何を目指しているのかを理解していただくことが必要だと考えました。そして、できなかった
ことや解けなかった問題については、自分で調べたり、周りの人に聞いたり、先生に質問をし
たりして、自身の基礎学力向上につなげることで初めて意味をなすものと考えます。この取り
組みは教師からの課題提供ですが、そこから「主体的な」家庭学習につなげることが大切です。

学校評価中間アンケート（その２）生徒自由意見

・給食がとてもおいしいです。 ・カレーが辛い。 （１年生）

・リモート授業に助かっています！ ・南中楽しい。 （１年生）

・もうちょっと皆が集中して授業に取り組めればいいなと思います。 （２年生）

・運動会の赤と白の分け方を考えてほしい。差が出ないような競技にしてほしい。 （２年生）

・あじみこしを徹底していきたい。 （３年生）

・水泳ができない人は、最初の 25m を１か６コースで別で練習したいです。 （３年生）

・夏祭りがない小学生のために夏祭りを開催してもっと楽しませてあげたい。 （３年生）

・保護者への一斉メールで、中学校と記載してほしい。小学校と区別がつかないから。（３年生）

・プールから脱衣所までのサンダル着用を認めてほしい。（虫の死骸があり）（生徒会意見箱）

○短期的・長期的に学校として改善できることは改善します。
（最後の意見に対し）衛生面・安全面を重視しています。水泳の授業日には複数回掃除するよ
う主事さんにお願いしました。

３．「朝学習」「昼読書」の取組を通して、学力が定着・向上していると思う。

生徒評価 73.1％ 保護者評価 86.0％（「わからない」28.0％）

【国語】
文部科学省が定めるカリキュラムの基準に、「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、

「ICT機器の活用」と「新聞活用」が記されています。しかし、新聞を定期購読する家庭が減っている
ため、国語の朝学習では、読売新聞、朝日新聞を読み、ワークシート形式で現在の社会問題を知り、
自分の考えを持てる機会を作っています。
また、漢字検定対策では、秋の全員受験に向けて、申し込んだ級ごとに個別に練習問題を準備し

ています。昨年全員受験した2、3年生のうち、3級以上が15人（うち2級2名、準2級5名）います。みん
ながやっているという波にうまく乗り、家庭学習につなげられれば結果につながっています。
【社会】
授業で学習した基礎・基本の定着を目的として出題しています。問題も単元ごとの理解が深まる

ように作っており、既習単元の復習に有効的です。朝学習を通して、振り返りに役立てていってほし
いです。また、入試に向けて対応できるような実践問題や時事問題を挟むことにより、本番に力が
発揮できるようにしています。
【数学】
授業で習った基礎を定着させるための課題を出題しています。「わかる」を「できる」にしていく

には、反復学習が必要です。わかる問題を何度も解くのは一見無駄のように思えるかも知れません
が、粘り強く反復することで、定着してスラスラ解いていくことができるようになります。
【理科】
授業でやった内容のまとめになるもの、振り返りになるものを出題しています。また、定期考査で

の出題も想定した内容やつくりにしています。さらに、教科書等が手元になくてもできるように選択
肢をつけたりしているので、ぜひ自力でやってみて、きちんと答合わせをして定着させていってほ
しいと思います。
【英語】
日々の授業の復習だけでなく、英語検定試験に向けての学習やリスニング問題、定期考査対策

など幅広く朝学習で取り扱っています。「正解した」「間違えた」だけで終わるのではなく、家庭学
習で再度やり直すなど、総合的な英語力の向上につなげられるように取り組んでいきましょう。


